




















要約:「小児期からの成人病予防」に関する研究(平成 2～4年)として、平成 4年度より初

回調査を開始した立川市におけるコーホートを引き続き追跡、介入方法を検討している。

今年度は、初回調査の主な結果とともに、住所の確認と家庭における歯科保健行動や意識

の実態を知るため質問紙を同封した。平成 5年度の時点で、転居先不明等で住所が確認で

きなかった 80 名と以降調査に協力する意志がないと申し出た 1 名の計 81 名

(81/1137:7.1%)が追跡不能となった。返信があった 721 名(721/1137=63.4%)と郵便が差出

人宛に戻っていない335 名を合わせた1056 名(1056/1137=92.9%)が次年度以降も追跡可能

な対象であると考えられる。介入については、歯科保健(虫歯予防)プログラム(案)を試行

したが、参加者が極端に少なかったため、市の関係者から得た情報等をもとに、修正案を

作成中である。


